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︿要　旨﹀
　本研究は、ドメスティック・バイオレンス（DV）のある家庭に育った子どもの支援において観察された「リジ
リアンス」と、リジリアンスの強化と発達に影響を与える要因を明らかにし、DVにさらされて育った子どもの支
援従事者が「ダメージから自己を回復する力」を意味するリジリアンスの視点を持つことの意義を考察する。
　筆者らの心理臨床的実践を通して出会った17名の子どもの中から3名をサンプルとして取り上げ、分析・考察を
した結果、次の3点が明らかになった。⑴セラピストとのかかわりの中で観察された子どもたちのリジリアンスは、
Steven J. WolinとSybil Wolinが提示する「リジリアンスの7つの要素」のうち「洞察」「独立性」「関係性」であった。
⑵セラピストが「リフレイミング」の治療技法を実践する中で、子どもたちは「過去の語り直し」をし、過去を超
えて生きようとする強さを示した。⑶DVにさらされて育った子どもたちのリジリアンスを強化・発達させる要因
として、セラピスト、入所施設のスタッフ、子どもたちの支援に携わる地域社会の関係機関のスタッフの存在が重
要である。
　したがって、DVにさらされて育った子どもの支援をさらに充実させるには、各々の立場の専門性の強化、リジ
リアンスの視点の共通理解と役割分担による連携の強化が必要だといえる。
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Ⅰ　問題の所在と研究の目的
　全国の配偶者暴力相談支援センターに寄せられた
平成20年度の相談件数は６万8,196件で、平成20年度
のDV防止法に基づく子への接近禁止命令の発令数は
1,120件、全国の児童相談所の児童虐待相談対応件数
は４万2,662件でいずれも増加傾向にある。１）そのよ
うな中、DVにさらされて育つ子どもの数が増加して
いることが推測される。
　他方、研究領域においては、DV被害女性に関する
研究が蓄積される中、DVにさらされて育つ子どもに
関する研究も国内外で進められている。このような研
究動向における筆者らの研究は、DVにさらされて育
つ子どもの支援には「リジリアンス」の視点が重要だ
との立場に立つ研究である。筆者らは2008年に発表し
た拙論「ドメスティック・バイオレンス（DV）のあ
る家庭に育った子どもの援助に関する一考察」におい
て、次の４点を明らかにした。⑴両親間のDVにさら
されて育った子どもは、親に対してアンビヴァレント
な感情を抱いており、成長、発達の基盤となる安定感、
信頼感が育まれていない、⑵被害当事者である母親は
繰り返される暴力により自尊感情が低下していること
から、子どもが最も母親を必要としているときに、子
どもの気持ちに寄り添うことができず、信頼を基盤と
した母子関係の構築に困難を抱えている、⑶他方、D
Ｖのトラウマに苦しみながらも、子どもも母親も困難
を乗り越えて自分自身を回復させる心のしなやかさ
（リジリアンス）を失ってはいない、⑷リジリアンス
を機能させるためには援助が必要である。２）
　本研究は、先の研究において明らかにされたリジリ
アンスに焦点を当て、「リフレイミング」の治療技法
を用い、DVにさらされて育った子どもの支援にリジ
リアンスの視点を持つことがどのように有効である
か、また彼らのリジリアンスの強化、発達に影響して
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いる要因は何かを明らかにし、セラピストの役割を考
察することを目的とする。
　本研究におけるリジリアンスの視点は、アメリカ
の心理臨床家Steven J. Wolin とSybil Wolinの研究に
依拠するものである。リジリアンスとは、「ダメージ
から自己を回復する力」を意味し、Steven J. Wolin 
とSybil Wolinが「問題の多い家族」の中で困難にさ
らされて育った25名のサバイバーたちとの臨床面接、
Steven J. Wolinの開業診療における臨床素材、それ以
前に行われた臨床研究をもとに検証を重ね、構築され
た概念である。３）
　従来、問題の多い家族に育った子どもは「犠牲者」
であり、将来問題行動や病理的な症状を持つようにな
ると考えられてきた。この考え方を「ダメージ・モ
デル」と呼ぶ。一方、Steven J. Wolin と Sybil Wolin
は、このような考え方が社会に浸透している状況に警
鐘を鳴らすため、リジリアンスという対抗概念を提示
した。これを「チャレンジ・モデル」と呼ぶ。つまり、
問題の多い家族の子どもたちは、親という環境要因に
ダメージを受けるが、様々な人との出会いを通して活
動範囲を広げ、様々な体験をすることで子どもが本来
持つ回復力を発動し、ダメージから少しずつ立ち直り、
自己を強化、発達させていくという理論である。した
がって、子どもたちがサバイバーとなっていくために
は、受けたダメージを完全に消すことはできないまで
もそれを最少化させつつ、「苦難を乗り越えて自分自
身を修復させる力」を発動させる支援が必要となる。
支援者のかかわり方はその発動に大きく影響する。
　Steven J. Wolin と Sybil Wolinは、リジリアンスを
次の7つの要素に分類し、サバイバーはその７つの要
素のうち少なくともどれか１つを発達させていくと指
摘している。４）
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図１に示す「リジリアンス・マンダラ」の７つの要素
は、次のように要約できる。
⑴「洞察」とは、自分の育った家族の問題を直感する
ことに始まり、現実を相対的に理解する態度。
⑵「独立性」とは、問題のある家族と自分自身の間に
情緒的かつ物理的な距離を取り、自分の将来につい
て考える態度。
⑶「関係性」とは、他者と親密で充足した関係をつく
り、このことによって自分自身のニーズと他者への
配慮とのバランスが取れるようになること。
⑷「イニシアティヴ」とは、困難な問題に立ち向かう
ことによって、自分自身をコントロールできるよう
自らエンパワーメントしていく態度。
⑸「創造性」とは、苦しい状況にあっても想像力豊か
な活動を見つけ、遊びによって情緒の安定を図りつ
つ、逆境を乗り越えようと道を切り開いていく態度。
⑹「ユーモア」とは、「創造性」とも関連し、悲しみ、
苦しみの中にも笑いを見出そうとする態度。
⑺「モラル」とは、よりよい人生を送りたいと願い、
善悪の判断や価値観を大切にする態度。そして、全
ての人々の幸せを視野に入れた良識を身につけてい
くこと。６）
Ⅱ　研究の方法
　本研究では、DVにさらされて育った子どもにリジ
リアンスを同定し、リジリアンスを発動させ強化して
いる要因は何かを明らかにするため、ダメージを受け
た子どもの言動の変化と支援者を含む環境要因との相
関をリジリアンスの視点から分析・考察する。
　手法は、面接、観察、ストーリー記述、ストーリー
分析を用いる。
　子どもたちとの面接において用いた「リフレイミン
グ」の治療技法は、元来、家族療法の技法の１つとし
て用いられてきたものであり、「具体的事実を変える
ことはできないが、クライアントの事実に対する認知
は変えることが可能である」７）という考え方が基本
となっている。Steven J. WolinとSybil Wolinは、子
どもたちが「ダメージにこだわるのをやめて、自分の
克服した難題や家族の問題から立ち直ったときを認識
することへ、精神的に転換することができる」８）と
述べ、リフレイミングの技法を、ダメージを受けた子
どもたちが自分の未来を積極的に描くことができるよ
うになり、リジリアンスを育む人へと成長するのに効
− 235 −
ＤＶのある家庭に育った子どもの支援
果的な治療技法として位置づけている。
　対象は、筆者がA市の母子生活支援施設において
2006年４月から2009年８月までの期間に、心理臨床的
実践を通して出会った子どもたち17名のうち３名を取
り上げる。各対象の状態像に観察されたリジリアンス
に着目し、記述する。またダメージを受けた子どもた
ちのリジリアンスを発動させ強化する要因として、個
人の生物学的特性、心理的特質、ライフスタイルの各
段階で得られる情緒的サポート、セラピストの援助、
コミュニティの中にあるサポートシステムを仮定す
る。９）
　記述に際しては、倫理的配慮を十分に行い、個人が
特定されないよう、対象はすべて記号化する。子ども
たちのプライバシーの保護を遵守する。
Ⅲ　事例分析
　DVにさらされて育った子ども３名との面接を通し
て、子どもたちが語るストーリーを記述・分析した。
その際、面接で用いたリフレイミングの技法が子ども
たちにどのような影響を与えているかを見るために、
子どもたちの言動の変化に着目したところ、子どもた
ち自身に次のようなリジリアンスが同定され、リジリ
アンスの発動と強化に影響を与えている要因が明らか
になった。
⑴　事例１：A児（男児、17歳、高校２年生）
　弟（14歳、中学２年生）と２人きょうだい。A児は
10歳頃より母親に対する父親の身体的・心理的暴力を
目撃して育ってきた。父親にはアルコール依存傾向が
あり、飲酒をして仕事を投げ出すことが多く、経済的
に不安定な家庭であった。父親は仕事で失敗をすると
母親に暴力をふるい、そのたびに母親が脅える姿をＡ
児は目にしてきた。A児は、父親のもとから逃げよう
と母親に提案した。それまで決断できないでいた気持
ちを後押しされた母親は、２人の子どもを連れて、真
夜中、夫の就眠中に、家を出た。
　A児は、セラピスト（事例分析におけるセラピスト
とは筆者を指す）に、「おやじはお酒を飲んで自分の
仕事が上手くいかなくなると、おふくろを殴ったり、
蹴ったりしていた。こんなことは絶対に許せないと思
う。おやじが家にいるときはいつもぼくたちは緊張し
ていた。家から逃げないと自分はダメになると思って
いた」と語る。
　セラピストは、Ａ児の話を傾聴した後、リフレイミ
ングの技法を用いて、「あなたの苦しみを完全に消す
方法があるとは思っていないが、あなたの持っている
強さを一緒に見つけることはできる」と伝えた。する
と、Ａ児は、将来の夢について「ぼくは勉強して大学
に行き、語学を活かした仕事をみつけたい」と語り始
めた。これまでもまじめに勉強に取り組んでいたA児
であるが、苦しかった過去の体験を言葉にしながらも、
しっかりとした口調で将来への夢を語った。積極的に
自分自身の生き方をみつけようと高校生活を送るよう
になり受験勉強に励んでいる。
　A児は小学生のときから、心身症的胃腸症状を呈す
ることがしばしばあったが、胃腸症状も出現しなく
なっている。
　A児には、リジリアンスの７つの要素のうち、主と
して「洞察」と「独立性」が発達しつつあることが観
察された。A児は、父親が飲酒をして仕事に失敗し、
母親に暴力をふるうことは許せないと感じ取ってい
る。そして、父親から離れる必要があることを母親に
提案している。つまり、Ａ児には家族の問題を直感的
に「感じ取ることができ」「現実を相対的に理解する」、
すなわち「洞察」の態度が見られた。
　さらにA児は、父親との生活が持つ破壊性を直感し、
父親のもとから去ることを母親に説得している。この
ことは、破壊的な家族と距離を取る必要性を感じてい
ることのあらわれで、A児が「独立性」を発達させつ
つあること、リジリアンスが本来子どもに内在してい
ること、さらにはセラピストの関与がＡ児の体験の相
対化・言語化に作用したことを示している。
　以上のことから、セラピストはA児が様々な感情
を述べることのできる対象として機能したといえる。
母親に対する父親の暴力を「絶対に許せない」「こ
の家から逃げないと自分はダメになる」というＡ児
の感性の鋭さをセラピストが瞬時につかみ、リフレ
イミングの技法を用いて関与したことが、DVにさ
らされて育った子どものリジリアンスを発動し、強
化する要因となったことを示すものである。Steven 
J. Wolin  とSybil Wolinは、チャレンジ・モデルに
おけるセラピストの役割として、まず、問題の多い
家族の中で苦しんだサバイバーのダメージを傾聴
し、そこから目をそらさないこと、そして、サバイ
バーの自己イメージの中にある不安や恐怖といった
消極的な感情と、勇気や希望といった積極的な感情
を鋭敏に感受することを挙げている。また、積極的
な感情はサバイバーが語る苦難のストーリーの中に
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瞬時に浮かび上がってくるものであると指摘し、こ
れを「サバイバーとしての自尊感情」と呼んでい 
る。10）
⑵　事例２：B児（女児、14歳、中学２年生）
　兄（18歳、高校3年生）と２人きょうだい。
　B児の父親は、建設関係の職人であるが、生活費を
妻に渡さなかった。そのためB児の母親はスーパー
マーケットでパートタイム職に就き、その収入を生活
費に充てていた。B児が９歳の頃から、父親の感情の
起伏が激しくなり、不機嫌になると母親に暴言を吐き
身体的暴力もふるっていた。母親はスーパーマーケッ
トの仕事に行くことで父親から逃げていた。父親に対
するB児の怒りが爆発寸前になったのは、B児が可愛
がっていたペットを父親が虐待したときであった。母
親はB児の様子を見て、夫と生活を共にすることの限
界を感じ、２人の子どもを連れて家を出た。一時、シェ
ルターに保護してもらい、後日、施設入所となった。
入所後、離婚を成立させ、親権を取得した。
　B児は、セラピストに「お父さんは気分のムラがす
ごく激しかった。お母さんをたたいたり、動物のいの
ちを大切にしないのは恐ろしいことだと思う」と語り、
父親の問題を感じ取っている。セラピストは、Ｂ児の
述べることに共感しつつ、リフレイミングの技法を用
いて「あなたがこれまで、怒りや苦しみで傷つけられ
てきた害から、自分を守り、自分を大切にできる方法
を一緒に探してみよう」と伝える。するとＢ児は、「私
は動物が好きなので、将来、動物の世話をする仕事を
したい。そのために、どんな職種や資格があるか調べ
て、専門学校へ行きたい」と語るようになる。
　Ｂ児は、感情の抑制が強く、セラピー場面でも自分
の感情を表現することが難しい子どもであったが、セ
ラピストへの信頼感が徐々に育まれ、父親への感情、
辛い過去の思い出を言語化できるようになり、気持ち
の整理をして、将来への夢について語り始めている。
つまり、B児のリジリアンスは、いのちの大切さを感
じ取ることのできる「洞察」と自分の将来のライフプ
ランを描くことのできる「独立性」の面での発達して
いることが観察される。
　また、B児のリジリアンスを発動させ発達させてい
る環境要因は、いのちの尊さを感じ取る媒介となった
動物、家を出ることを決断した母親、母親の相談相手
であった母親の姉、シェルターを紹介した福祉事務所
の相談員であったといえる。
　さらに、自分の感情を言語化することが困難であっ
たB児が、動物の世話をする職業に就きたいという夢
をセラピストに語るようになったことの要因の１つに
は、B児とセラピストとの間に信頼関係が築かれたこ
とがある。つまり、セラピストがB児のリジリアンス
を育む環境要因として機能していることが明らかであ
る。
　Ｂ児が、自分の可愛がっていたペットを父親に虐待
された辛い体験を乗り越えて、将来への夢を語ったこ
とは、サバイバーとしての自尊感情を持ち得たことの
あらわれであるといえよう。
　
⑶　事例３：C児（男児、16歳、高校１年生）
　弟（14歳、中学２年生）と妹（12歳、小学６年生）
の３人きょうだい。
　C児は、幼児期から両親の激しい口論を目の当たり
にして育ち、父親が母親に暴力をふるうのを見かねて
父親を止めようとし、父親から暴力をふるわれること
もあった。父親に対し、恐怖感、嫌悪感を抱く一方で、
父親が機嫌のよいときにはキャッチボールをしてくれ
たことを回想するなどアンビヴァレントな感情が顕著
に見られた。セラピストは、Ｃ児の感情を受けとめ、
リフレイミングの技法によって、「あなたはこれまで
いろいろ苦しいことを体験してきたが、家族や友だち
と仲良くして困難を乗り越える努力をしている」と、
Ｃ児が人との関係性を築く努力をしていることを評価
した。
　C児は、施設入所前に通学していた学校のスポーツ
の部活仲間に再会したいという願いが強い。他方で、
C児は現在の学校生活においてもスポーツの部活に励
み、仲間たちとチームプレーで、よい協力関係を築い
ている。C児は、「今の学校でも部活を頑張れるので、
昔の友達のことにはもうこだわらないようにする」と
もセラピストに語った。Ｃ児が過去と現在の間を揺れ
動きながら、現在の生活を選び取っていったことが伺
われる。
　施設の生活や遊び・レクリエーションでも、リーダー
シップを発揮している。児童指導員からも彼の積極性
を評価されている。C児は、学校においても施設にお
いても良好な人間関係を築くことができており、言動
に自尊感情が見られる。そして、現在の充足した人間
関係の中で、過去の生活に対する葛藤は緩やかなもの
になっている。Ｃ児は、高校卒業後、企業への就職を
希望している。
　以上の観察から、C児は「関係性」のリジリアンス
を発達させていることが明らかである。このことに影
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響を与えている要因は、C児の他者との関係性を求め
る心理的気質、現在の学校での部活の友人たち、施設
の児童指導員、セラピストであるといえる。
　Steven J. Wolin と Sybil Wolinは、他者との親密で
満足のいく絆としての「関係性」のリジリアンスが発
達するためには、「思いやりがあって、強く心を打つ、
決定的に重要な大人が、少なくとも1人は必ずいる」
11）とし、支援的な関係の必要性を指摘している。C児
が関係性の構築においてリーダーシップを見せている
ことから、入所施設の児童指導員やセラピストとのか
かわりにその要因を認めることができる。
Ⅳ　考　察
　以上述べてきた事例分析の結果から、DVにさらさ
れて育った子どもへの支援について、次の３点が明ら
かになった。
⑴　セラピストがリジリアンス（ダメージから自己を
　　回復する力）の視点を持つことの意義
　事例１のA児、事例２のB児、事例３のC児へのセ
ラピストの支援過程で観察された子どもたちのリジリ
アンスは、Steven J. Wolin とSybil Wolinが提示する
「リジリアンスの７つの要素」のうち、「洞察」「独立性」
「関係性」であった。このことは、DVという過酷な家
庭環境で生きてきた子どもたちが施設に入所し、児童
指導員やセラピストとかかわる中で、ダメージの傷痕
を残しつつも、本来子どもが持つリジリアンスを発動
し発達させていることを示すものである。このことか
ら、DVにさらされて育った子どもたちが本来持つリ
ジリアンスを発動させ、自尊感情を育み、ダメージか
らのサバイバーとなることを支援するためには、支援
のあらゆる面でリジリアンスの視点を持つことが重要
であるといえよう。特に、子どもたちのリジリアンス
を鋭敏に感受し、その発動と発達を支援することが可
能な立場にあるセラピストはリジリアンスの視点を持
つことが不可欠である。つまり、セラピストは、子ど
ものリジリアンスが瞬時にあらわれるクリティカル・
ポイントを見逃すことなく感受することによって、子
どもが受けたダメージを回復へと向かわせることので
きるキーパーソンなのである。
　さらに、セラピストのかかわりにより、それ以前に
は見られなかった子ども自身による「過去の語り直
し」と「未来への言葉」が観察されるようになった。
このことは、子どもたちがリジリアンスを発達させ、
自己肯定感を持てるようになったことを示すものであ
り、セラピストへの信頼感がその背後にあると考えら
れる。つまり、子どもたちのリジリアンスを発動させ、
強化・発達させる要因としてセラピストが機能してい
るといえよう。
　なお、セラピストとして実感するリジリアンスの視
点を持つことの利点は、子どもたちと「ダメージ・モ
デル」でかかわるときの先の見えにくい感覚から解放
され、子どもたちがサバイバーとしてチャレンジして
いくことを余裕をもってサポートできることである。
⑵　リフレイミングの治療技法の効果
　この治療技法について、Steven J. WolinとSybil 
Wolinは、これは過去を見るためのオルタナティヴな
手段であり、自分の中にある変化する力を自覚し、サ
バイバーとしての自尊感情を高めるための技法である
と指摘している。12）
　事例１のA児、事例２のB児、事例３のC児のストー
リー分析で述べてきたように、セラピストは信頼関係
を基盤にして、リフレイミングの技法を実践した。こ
の技法によって、子どもたちが過酷な過去を語り直し、
過去を相対化し、過去を超えて生きようとする強さ、
すなわちリジリアンスを強化していることが観察でき
た。つまり、DVにさらされて育った子どもたちの支
援にはリフレイミングの技法は有効であるといえる。
⑶　支援スタッフがリジリアンスの視点を共有する 
　　必要性
　事例１のA児、事例２のB児、事例３のC児は、ま
ず入所施設を安全で保護された環境であると感じてい
ることが観察された。その安全で保護された環境にお
いて子どもたちの支援に携わるのは、施設の児童指導
員、セラピスト、学校の教員、児童相談所のケースワー
カーなどさまざまな立場にあるものである。本研究で
明らかになったように、DVにさらされて育った子ど
もたちが自尊感情を持ったサバイバーとなるよう支援
していくためには、子どもたちにかかわるすべてのス
タッフがリジリアンスの視点を持ち、役割分担をして
連携していくことが重要である。そのことによって支
援の効果をあげることができると考えられる。
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Support for Children Affected by Domestic Violence (DV) : 
Significance of Having a Perspective of Resilience
Yasuko Mimura*，　Yumi Rikitake**
︿Abstract﹀
　　This research aims to identify the presence of resilience and affecting factors to reactivate and 
strengthen resilience in children affected by DV. The samples are 3 of 17 children the author has 
provided with clinical psychological support. A descriptive method and a reframing technique were 
used. The stories told by the children were analyzed and discussed from a perspective of resilience.
　　In conclusion, the following three points were revealed: first, the three phases of seven 
resiliencies presented by Wolin & Wolin, that is, “insight,” “independence,” and “relationships” were 
identified as the presence of understanding the hard past by retelling of their past narrative, of 
emotionally distancing from the sources of trouble in their life, and of broadening and strengthening 
connection with others by creating friendships with peers and gaining the support of adults such 
as therapists and school teachers; second, a reframing technique was effective to help children 
affirm and reactivate resilience; third, it is significant that therapists should have a perspective 
of resilience to perceive a flash of resilience in the children affected by DV and help reactivate it, 
which also suggests that every level of staff involved in supporting children affected by DV should 
have a perspective of resilience in order to assist children to affirm and develop the innate capacity 
of resilience that exists in each child.
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